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日本通信、世界最高パフォーマンスのモバイル WiFi ルーターを新発売 
 

日本通信株式会社（以下、「当社」という）は、9 月 12 日（金）、世界の大手通信事業者、米国のAT&T、

ヨーロッパのボーダフォン、アジアのチャイナ・モバイルや日本国内の競合他社でも対抗できないモバイ

ル WiFi ルーターを新発売します。月々7GB まで高速通信を利用でき、端末代金と通信料金を合わせて、

月額 3,218 円（税別、以下すべて税別表記）です。端末代金を完済後は、月額 2,230 円でご利用可能です。

パフォーマンスにおいてもエリアカバレッジにおいても盤石のドコモ LTE/3G を使用した圧倒的な通信ク

オリティーを破格の料金で実現した、世界に類を見ないモバイル WiFi ルーターの誕生です。 

 

複数のモバイル端末を利用する方には、端末の台数と

同じ数の通信料金を負担しないですむモバイル WiFi ル

ーターは必携の通信機器です。しかし、他社のモバイル

WiFi ルーターは、サービス内容かコスト、いずれかの妥

協を迫る製品ばかりです。割安な製品は容量やエリアカ

バレッジに不安があり、一方、容量やエリアカバレッジ

は安心して利用できる携帯事業者の製品は割高な料金が

自動継続する仕組みとなっています。 

 

新発売する、たっぷり 7GBまでデータ量を使えるSIM

フリーの LTE モバイル WiFi ルーターは、お客様のもど

かしさを一挙に解消し、全てのニーズを満たす、世界初

のモバイル WiFi ルーターです。 

 

取扱い店舗で「b-mobile4G WiFi3 7GB 割賦プラン 申

込パッケージ」を購入し、日本通信の専用 WEB サイト

で申し込むことで後日、WiFi ルーター、b-mobile4G 

WiFi3 に SIM が装着された状態で届きます。箱からだして b-mobile4G WiFi3 の電源をいれるだけで、パ

ーソナルな WiFi スポットができ、お持ちのタブレットやパソコン、ゲーム機器等を同時に 10 台まで WiFi

インターネットにつなげることができます。 



 
 

 

日本全国で安定したドコモの LTE/3G エリアで利用でき、いわゆる 2 年単位の縛りはなし。しかもモバ

イル WiFi ルーターは持ち運びに便利な約 90g の軽量で電池も長持ちです。一般的に SIM フリーの端末は

海外の SIM カードでのご利用が可能です。 

 

当社の目的はお客さまが使いやすいモバイルの製品を提供することです。この方針を堅持してまいりま

す。 

 

 

■b-mobile 4G WiFi3 7GB 月額 3,218 円/月額 2,230 円の料金詳細 

 

b-mobile 4G WiFi3 端末代金 ：月額   988 円（2 年間割賦、端末総額 23,712 円） 

通信料金    ：月額 2,230 円（高速データ通信 7GB、1 年継続割引）  

月額料金合計   ：月額 3,218 円 

端末代金（23,712 円）を支払った後は、通信料金のみの月額 2,230 円となります。 

 

※1年間の継続利用をお約束いただくと、通常月額 2,980 円の月々7GBプランが月額2,230円となります。

利用期間が 1 年に満たない場合の 1 年継続割引解除料金は 3,000 円です。 
※b-mobile4G WiFi3 7GB 割賦プラン 申込パッケージ代金は、初期手数料 3,000 円相当分です。 

 

b-mobile 4G WiFi3 7GB に関する詳細は、以下の URL をご参照ください。 

http://www.bmobile.ne.jp/wifi3/index_ins.html 

 

■日本通信について 

1996 年 5 月 24 日、日本通信は新たなモバイルサービス事業のあり方を提示するため生まれました。それ

から 13 年の歳月を経て、2009 年３月、NTT ドコモとの相互接続により「MSO 事業モデル」を完成させ

ました。総務省の携帯市場のオープン政策のもと、メーカー、流通、ソフトウェア・デベロッパーの皆さ

まがキャリアに依存することなくビジネス展開ができるよう、パートナー企業の皆さまのビジネス形態に

合わせて携帯通信を最適化しご提供しています。ネットワークを効率的に運用する当社独自の先端技術や

リアルタイムの認証技術などによって、ユニークな通信サービスをつくりだしております。自社 b-mobile
ブランド製品をお客さまに提供する MVNO 事業、及びメーカーやインテグレータ他のパートナー企業に提

供する MVNE 事業を展開しています。 
MSO=Mobile Service Operator 
 
 
※文中の社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 
※記載されている内容は、発表日時点の情報です。予告なしに変更されることがありますので、あらかじめご了承くだ

さい。 
※別途、ユニバーサルサービス料がかかります。  
※表示金額はすべて税別表記です。 
※表示の速度は、ベストエフォート方式によるものです。通信環境や混雑状況により通信速度が変化する可能性がござ

います。 

※高速データ通信量を使いきっても最大 200kbps で安定してつながります。 
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